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AWSとは？ 

AWSは「Amazon Web Services」の略で、名前のとおりAmazonが提供しているWebサー

ビスです。サーバやデータベースなどのサービスをインターネット経由で貸し出していま

す。 

インターネットを経由してさまざまなサービスを貸し出す方法を「クラウドコンピューティン

グ（クラウド）」といいます。反対に、自社内にサーバなどのすべての設備を用意すること

を「オンプレミス」といいます。 





クラウドとは？ 

とちょっとその前に！ 

いきなりクラウドから、 

理解をしようとすると混乱します・・ 

まずはオンプレミスから！ 
 



オンプレミスとは？ 

・サーバー 

・ネットワーク 

・ソフトウェア 

 

などの設備を自社で導入・運用するという意味です。 

英語では”on premises（オン プレミシズ)”と呼ばれます。  



オンプレミスのイメージ 

自社内に物理サーバ



クラウドとは？ 

・サーバー 

・ネットワーク 

・ソフトウェア 

 

さまざまな IT リソースをインターネット経由でオンデマンドに利用

することができるサービスの総称です。  



クラウドのイメージ 

クラウド環境に仮想サーバ



物理サーバがないのに・・なぜ動くの？ 

物理サーバはありまぁす！！ 



クラウドの先も結局はオンプレなんです 



WPでは、クラウドサービスとしてAWSを採用 



参考　オンプレ vs クラウド 

  オンプレミス  クラウド 

コスト 
× 

初期費用が高額。 
数年後の使用量を想定して初期投資が必要。 

◎ 

初期費用無料が一般的。 
必要な時にサーバー増減が可能なため、コストを最適化しやすい。 

インフラ調達期間 
△ 

機器調達に、数週間から数ヵ月かかる。 

◎ 
アカウント登録後すぐに利用できる。 

Web上から、サーバー台数の増減やスペック変更が可能 

カスタマイズ 
◎ 

自前で構築するため、要望にあわせて 
自由にカスタマイズ可能。 

△ 
IaaS型クラウドの場合、比較的自由度高く使える。 

障害対応 
× 

自社で復旧作業を行う。場合によって現地へ駆けつける。 

△ 
クラウド事業者が復旧作業を行うため、 
インターネット越しに復旧を確認できる。 



参考　オンプレ vs クラウド 

  オンプレミス  クラウド 

コスト 
× 

初期費用が高額。 
数年後の使用量を想定して初期投資が必要。 

◎ 

初期費用無料が一般的。 
必要な時にサーバー増減が可能なため、コストを最適化しやすい。 

インフラ調達期間 
△ 

機器調達に、数週間から数ヵ月かかる。 

◎ 
アカウント登録後すぐに利用できる。 

Web上から、サーバー台数の増減やスペック変更が可能 

カスタマイズ 
◎ 

自前で構築するため、要望にあわせて 
自由にカスタマイズ可能。 

△ 
IaaS型クラウドの場合、比較的自由度高く使える。 

障害対応 
× 

自社で復旧作業を行う。場合によって現地へ駆けつける。 

△ 
クラウド事業者が復旧作業を行うため、 
インターネット越しに復旧を確認できる。 

各社メリット/デメリットを踏まえて選択する 

ケースが多いが、時流的にはクラウドへ！ 

 

選定理由としてよく議論になるのが・・・ 
・移行コスト 

・既にあるオンプレ上のシステム的な都合 

・セキュリティ（少し誤解もある） 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CloudFrontとは？ 

Amazon CloudFrontは、CDN（コンテンツデリバリネットワーク）サービスです。コンテンツ

ファイルをサーバーから直接配信せず、CDNを介してユーザーに配信します。キャッシュ

サーバーのようなものです。どのように動作させるかは、設定により簡単に変更できま

す。 



キャッシュとは？ 

キャッシュとは、何度も繰り返し利用するデータを一時的に保存することで、データの処

理速度を速める考え方、仕組みのこと。 

 



キャッシュとは？ 

Webサーバ  DBサーバ 
ユーザ 

キャッシュなし 

①  ② 

③ ④ 

キャッシュがない場合のみ 

Webサーバ  DBサーバ ユーザ  キャッシュ（一時保存） 

キャッシュあり 

① 

⑥ 

② 

⑤ 

③ 

④ 



CDN（コンテンツデリバリネットワーク）？ 

世界中に張り巡らされたCDN専用の配信ネットワーク（CDNプラットフォーム）を利用し

て、Webサイトにアクセスしようとするエンドユーザに最も近いPoP（配信拠点）から効率

的かつ高速にWebを配信する仕組みです。 



CDN（コンテンツデリバリネットワーク）？ 



Amazon CloudFront グローバルエッジネットワーク  



CloudFrontの特徴 

1. 高速およびグローバル 
全世界で180 の接続ポイント (PoP) 

 

2. エッジのセキュリティ 
AWS Shield 標準などのさまざまな組み込み保護機能を 

追加費用なしで利用可能 

 

3. 高度にプログラム可能 
特定のアプリケーション要件に合わせてカスタマイズ可能 

Lambda@Edge関数などを利用することで複雑なアプリケーションロジックも実装可

能 

 

4. AWS との密接な統合 
他サービスとも連携が容易 



CloudFrontの料金 （無料枠：50GB）  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Lambdaとは？ 

AWS Lambda を使用することで、サーバーのプロビジョニングや管理をすることなく

（サーバレス）、コードを実行できます。 

Lambda を使用すれば、実質どのようなタイプのアプリケーションやバックエンドサービス

でも管理を必要とせずに実行できます。コードさえアップロードすれば、高可用性を実現

しながらコードを実行およびスケーリングするために必要なことは、すべて Lambda によ

り行われます。 



サーバレス（アーキテクチャ）とは？ 

サーバーレスアーキテクチャとは、サーバーの構築や管理の必要がないアプリケーショ

ン実行環境のことです。開発者は、プログラムさえ用意すれば直ちに実行することがで

きます。 

※「サーバーの構築や管理の必要がない」だけで「サーバがない」わけではないので注

意してください。 



Lambdaの特徴 

1. サーバー管理が不要 
サーバーのプロビジョニングや管理は必要ありません。 

必要なのは、コードを書いて Lambda にアップロードすることのみ 

 

2. 継続的スケーリング 
毎回のトリガーに対応してコードを実行することにより、自動的にアプリケーション

をスケールします。コードは並行して実行され、トリガーごとに個別に処理され、

ワークロードのサイズに合わせて正確にスケールされます。 

 

3. ミリ秒単位の課金 
コードが実行される 100 ms ごと、およびコードがトリガーされた回数に対して課

金されます。コードが実行されていないときは、料金がまったく発生しません。 



Lambdaの活用例 



Lambdaの料金 



少しでも、AWSというサービスを 

理解して頂けていたら嬉しいです！ 



参考リンク 

● オンプレミス クラウド移行のメリットや課題

● アマゾン ウェブ サービス（ ）とは？

● のデータセンター

● （コンテンツ・デリバリ・ネットワーク）とは／

●

https://www.idcf.jp/cloud/column/onpre_to_cloud.html
https://aws.amazon.com/jp/about-aws/
https://aws.amazon.com/jp/compliance/data-center/data-centers/
https://www.cdnetworks.co.jp/about/
https://aws.amazon.com/jp/lambda/

